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「熱い心」 ～日本一熱く、絆強き学校への道～    

 

 熱くなれる瞬間を絶対にのがすな！ ～共に創る～ 

 天候の影響を受けながらも、実行委員会を 

中心に念入りな準備と熱い思いでここまでよ 

く頑張っているね。酒井優菜実行委員長をは 

じめ前に立つリーダーたちの言葉からも体育 

祭にかける強い気持ちが伝わってくる。素晴 

らしい。言葉だけでなく、その言葉にこめら 

れた思いまで感じ取ろうと「聴く」姿もある。 

姿勢や返事返礼、発言者をしっかりみること 

にこだわっているこの体育祭の取組は、その 

後の日常生活にもつながっていくものだね。 

一人一人が自分の殻をやぶって成長した姿と 

なっていこう。日本一熱い体育祭を創ろうと 

することで、196 人が成長した集団となって 

いこう。だからこそ、大切にしなければなら 

ないことは「時間との両立」「気づきの感性」。限られた時間の中で、 

どう工夫すればどこまでやれるのか、何を最 

優先に大事にしていくか。朝練も本格始動し、 

疲れもたまってくる。本気になればなるほど 

成し遂げたいもののレベルも上がってくる。 

そんな中で取りこぼしがちになりそうなもの 

は何か。今本当にきついのは誰か。支えが必 

要な仲間はいないか。成長していくために欠 

かせない大切な指摘、あたたかい支え合い、 

仲間たちの空気。さぁ、ここからが「一人も 

取りこぼさない絆づくり」の勝負どころだ。 

本気で熱くなった者たちにしか味わうことのできない 

最高の瞬間がある。一生一度っきりのこの仲間たちと、 

一中歴代最高の体育祭を創り上げていこう。 

熱くなれる瞬間を絶対にのがすな！ 
  

英検の一中ここにあり！ 
第１回英検(6/3)に、準２級９人・３級 11 人・４級 15 人・５級９人が挑戦。第１回から

44 人もの仲間が受験するのは、本当にすごいことだね。執行部や体育祭実行委員、応援団に

頑張りながら、両立して英検にもチャレンジする人が多いことも本当にうれしい。引き続き

英検サポーターとして遠藤新子さんに協力いただきます。今回は９回の対策講座を開催予定。

今年も県下一番の英検チャレンジを行う名門・一中になりそうだね。素晴らしい。頑張れ～。 

 

 

 

祝・県３位！ 
 ソフトテニス県シングルス選手権大会で３年小野心羽さんが見事第３位！すごい。 

 

 

 
 

 

 


